
学校番号 108 

令和５年度 国語科 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校 現代文Ｂ 改訂版」 （三省堂） 

副教材等 

「意味から習得‐音訓別‐重要頻出漢字リアルマスター3300」（尚文出版） 

「現代文キーワード読解［改訂版］」（Ｚ会） 

「カラー版新国語便覧」（第一学習社） 

「大学入学共通テスト演習 現代文 改訂版」(いいずな書店) 

「過程の演習 新国語問題集アシスト２２集 私大入試問題」(京都書房) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

国語科では、「自ら考える力」の育成を目指しています。実り多い学習となるよう、「授業」を大切にし、「予

習」・「復習」はバランス良く主体的に取り組みましょう。授業を受ける前と後の自分の思考の変化を感じてく

ださい。３年次では筆者の主張を見つけ出し、自己の考えを書く力を身につけることを目標とします。そのため

に「予習」では、辞書を活用して新出語句の意味調べや本文の音読、「復習」では学んだことを整理し、重要事

項についてさらに調べて、どんどんノートに付け加えましょう。授業中は級友の意見や授業者の口頭による説明

も必要に応じてメモをとり、積極的に参加してください。また、定期考査は計画を立てて臨み、提出物の期限は

厳守しましょう。 

２ 学習の到達目標 

① 国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める。 

 ② 思考力や想像力を伸ばし、心情を豊かにする。 

 ③ 言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深める。 

 ④ 国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・ 

聞く能力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・国語で伝え合う力

を進んで高めるとと

もに、言語文化に対

する関心を深め、国

語を尊重してその向

上を図ろうとしてい

る。 

 

・目的や場に応じて

効果的に話し、的確に

聞き取って自分の考

えをまとめたり深め

たりしている。 

・聞くときに、話題、

話し手の意図、考えの

進め方、などをとら

え、必要なことを聞き

取り、話し手に対し、

確認したり質問した

りしている。 

・文章を書くねらい

を達成するため、主

張を明確にし、論点

を整理して配列を考

え、表現に様々な工

夫を凝らしている。 

・優れた文章を、吟味

するとき、発想の豊

かさ、読み手を意識

した適切な用語や引

例などについて着目

している。 

・文章の組み立てを

確かめたり、段落相

互の関係を読み取っ

たり、さらには文体

や表現技法等の特徴

に注意しながら、書

き手の主張や文章の

内容をとらえてい

る。 

 

・文や文章の組み立

て、語句の意味、常用

漢字の読みや用法及

び表記の仕方などを

理解し、語彙を豊かに

身につけている。 

評
価
方
法 

・記述の確認（ノー

ト・ワークシート） 

・行動の観察（授業

態度の様子等） 

・行動の観察 

・記述の確認 

・記述の確認及び

分析（コンクール

等の活用） 

・記述の確認及び

分析 

・定期考査 

・記述の確認 

・行動の観察 

・定期考査 

・朝学や小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

前
・
後
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
関 話 書 読 知 

前 

期 

（
一
）
評
論 

 

鷲田清一 
 

「ぬくみ」 
○  ○ ◎ ○ 

関 「自由」な社会における「つ

ながり」の必要性について、

引用事例を通じて考えよう

としている。 

書 論理的な文章を読んで、筆

者の考えやその展開の仕方

などについて意見を書いて

いる。 

読 引用事例に注目し、筆者の

考えを理解している。 

知 主な常用漢字の音訓の正

しい使い方を身につけてい

る。 

発問・授業

時の反応・

ノートへの

記 述 の 分

析・指名読

み・小テス

ト・定期考

査 

(

一)
小
説 

梶井基次郎 
 

「檸檬」 
〇 〇  ◎ 〇 

関 回想という形式をふまえ、

「私」の思いの変化を読み味

わおうとしている。 

話 文学的な文章を読んで、人

物の心情やその表現の仕方

などについて話し合ってい

る。 

読 文章に描かれている情景

を、文や文章、語句などから

離れないようにして読み、人

物の行動や状況を捉える手

掛かりとしている。 

知 言語が文化の享受や発展

にどのように関わっている

のかについて理解している。 

発問・授業

時の反応・

ノートへの

記 述 の 分

析・指名読

み・小テス

ト・定期考

査 

(

一)

評
論 

岡真理 
 

「虚ろなまなざし」 
〇   ◎ 〇 

関 筆者の考えをもとに自分

の考えを深め、発展させよう

としている。 

読 筆者の問題意識を把握し

ながら文章を読んでいる。 

知 複合語や連語などについ

ての理解を深めている。 

発問・授業

時の反応・

ノートへの

記 述 の 分

析・指名読

み・小テス

ト・定期考

査 



Ⅰ

―(

七)

評
論 

 

野矢茂樹 
 

「猫は後悔するか」 
〇   ◎ 〇 

関 理解不能な箇所を明確に

意識し、主体的に作品に取り

組んでいる。 

読 何度も繰り返されるキー

ワードを手がかりに、筆者の

主張を理解し、全体の要旨を

まとめている。 

知言語の認知的枠組みという

内容を理解している。 

発問・授業

時の反応・

ノートへの

記 述 の 分

析・指名読

み・小テス

ト・定期考

査 

(

三)

詩 

萩原朔太郎 
 

「時計」 
 
 

〇   ◎ 〇 

関 リズムや語感などの効果をつ

かみ詩から受け取る人間観を自

分たちなりに考えようとする。 

読 比喩の構造や視点、展開方法

を考察している。 

知 文学史上の位置づけや時代状

況、文化的背景を理解している。 

発問・授業時

の反応・ノー

トへの記述の

分析・指名読

み・小テスト・

定期考査 

後 
期 

(

二)

小
説 

森鴎外 
 

「舞姫」 
〇 ○  ◎ ○ 

関 表現に即して、人物や情景の

描写を味わいながら小説を読も

うとしている。 

話 文学的な文章を読んで、人物

の生き方やその表現の仕方など

について話し合っている。 

読 情景や描写から、人物の様子

について考察しながら読んでい

る。 

知 作者の思想や作品について、

理解を深めている。 

発問・授業

時の反応・

ノートへの

記 述 の 分

析・指名読

み・小テス

ト・定期考

査 

(

一)

評
論 

小林 秀雄 
 

「無常ということ」 
○   ◎ ○ 

関  視野を広げ思考を進めなが

ら文章を読もうとしている。 

読 用語や文体や修辞などに

注目しながら文章を読んで

いる。 

知 語句の意味、用法を理解し

ている。 

発問・授業時

の反応・ノー

トへの記述の

分析・指名読

み・小テスト・

定期考査 

後 

期 

詩
歌
・
創
作 

⑴ 短歌・俳句の仕組
みを理解し、味わ

う 
 
⑵ 「前田純孝賞に応

募する」 
 
【詩歌・創作】 

○  ◎  〇 

関 短歌を詠むこと・読むこと

に楽しさや興味を感じよう

としているか。 

書 有名歌人の歌で表現技巧

を知り、自身で効果的に短歌

を作成しているか。 

知 短歌や俳句の歴史・表現技

巧や代表歌人などについて

理解しているか。 

発問・授業

時の反応・

ノートへの

記 述 の 分

析・指名読

み・小テス

ト・定期考

査・「前田純

孝賞」での

創作状況 



(

一)

評
論 

夏目漱石 
 

「現代日本の開花」 
 

〇   ◎ 〇 

関 語句や表現に注意して文

脈を捉え、筆者の考えなど

を、過不足なく読み取ろうと

している。 

読 語句や表現に注意して文

脈を捉え、筆者の考えなどを

間違いなく読み取っている。 

知 読むことに必要な、文章の

組み立て、語句の意味、語句

の用法、表記の仕方について

理解している。 

発問・授業

時の反応・

ノートへの

記 述 の 分

析・指名読

み・小テス

ト・定期考

査 

(

ニ)

小
説 

安部公房 
 

「鞄」 
〇 ○  ◎ 〇 

関 文章に描かれている情景

を、文や文章、語句などから

離れないようにして読み、人

物の行動や状況を捉える手

掛かりとしようとしている。 

話 文学的な文章を読んで、人

物の生き方やその表現の仕

方などについて話し合って

いる。 

読 文章に描かれている情景

を、文や文章、語句などから

離れないようにして読み、人

物の行動や状況を捉える手

掛かりとしている。 

知 語句の意味や用法を理解

している。 

発問・授業

時の反応・

ノートへの

記 述 の 分

析・指名読

み・小テス

ト・定期考

査 

 

※ 表中の観点について 関…関心・意欲・態度 話…話す・聞く能力 書…書く能力 

            読…読む能力     知…知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


